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研究成果の概要（和文）：本研究では，様々な業態の実データを用いた消費者の購買行動プロセスの解明を試み
た．ECサイト，実際の店舗の両者，また商品販売とサービス提供の両者について分析した．研究成果としては，
ECサイトにおいては現状のような頻繁なプロモーションは必ずしも効果的でないこと，実際の店舗での日々の来
客行動が外生的要因によってもかなり異なることなどが分かった．分析手法としては，機械学習やディープラー
ニングなどの方法も精度向上の視点では期待できる一方で，計算時間やモデリングにおいてはまだ検討の余地が
あることも分かった．

研究成果の概要（英文）：In this study, we tried to clarify the consumer's purchase behavior process 
using real purchase record data of various types of business. We analyzed both EC sites and actual 
stores, and both product sales and service provision. As the research results, it was found that 
frequent promotion which is done the current situation is not always effective on EC site. Daily 
visitor behavior in the actual store is considerably different depending on exogenous factors as 
well. From analysis methods view, while machine learning and deep learning methods can be expected 
from the viewpoint of accuracy improvement, however, it was also found that there is still room for 
consideration in calculation time and modeling.

研究分野： マーケティング

キーワード： 消費者行動　プロモーション　機械学習　統計的方法　データマイニング　多変量解析

  １版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
本研究の学術的意義としては，分野横断的な研究により，マーケティングという同じ立場であっても，対象によ
って消費者行動が異なることを示すことができた．消費者の多様化が進んでいるといわれているが，その多様化
が意味するところの一端を解明できたと考える．
また，社会的意義としては，企業や組織が消費者や顧客により良いサービスを提供するうえで，消費者理解を進
めることでより効果的，効率的なアプローチができると考える．



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 
１．研究開始当初の背景 
 ①－１研究の学術的背景 
 近年のビッグデータ時代においては，様々な分野で大量かつ多様なデータが取得されるよう
になった．こうしたデータ活用が最も進んでいる分野がビジネス領域である．特に顧客との関
係を分析しながら最適戦略を講ずるマーケティング分野は産学両者において活発な活用が行わ
れている． 
 学術面に向けてみるとマーケティング分野の主な研究領域の一つが消費者行動研究である．
これまで，この分野では，規範的な行動モデルについて理論の精緻化がすすめられた（清水，）．
また，これと同時に POS データ，ID付 POS データ，もしくはスキャナ・パネル・データといっ
た，顧客の購買履歴データの活用を中心とした消費者行動の解明が行われてきた． 
 しかし，上記に示すように，ビッグデータ時代になり多様で大量のデータが取得されるよう
になってきた．その顕著な例は，ウェブへの口コミや商品評価と言った顧客自身が発信する情
報である．これらのデータの多くは購買後の評価を含んでいる．こうした情報はいわゆる非定
型データが多い．また，ECサイトの興隆とともに，ECサイトを含め多くのウェブアクセスログ
が蓄積されるようになってきている．ウェブアクセスログは顧客が購買に至る，もしくは購買
に至らなかった場合でも，それまでの探索や絞りこみ，事前評価といった購買以前の行動が含
まれている． 
 （株）電通は，消費者の購買行動プロセスとして従来から知られていた AIDMA 理論に対して，
AISAS 理論といったいった購買が中心に置かれながらも，その前後の行動や意識変化を含んだ
購買プロセスモデルを提案している．ビッグデータは AISAS を説明するようなデータが含まれ
てはいるものの，従来の研究では，購買プロセス諸相について部分的に対象とし，さらに別々
のデータで評価しているものが多い．しかし本来，購買プロセスは消費者個人においては一貫
したものであり，これらをバラバラに実証することは購買プロセス全体を評価していることに
はならない．購買プロセス全体を俯瞰的に解明することで，顧客がその購買プロセスにおいて
どのような意識変化があったか，また，どのように取捨選択しているか，さらには，取捨選択
における満足，認知的不協和がどのように生成されるかといったことの解明が求められている． 
 
２．研究の目的  
上記の背景を念頭のいたうえで，本研究では消費者行動の中でも，購買前後の探索行動

や意識の変化に関する評価モデルの作成を志向した．これまで購買時点に着目された研究
は数多くあるが，購買にいたらない，もしくは購買前後の消費者の心理状態の測定は事実
上困難であった．しかし，ビッグデータの時代に入り，これまでの購買データに加え，ウ
ェブでの閲覧履歴や口コミ，評判サイトでの書き込み等，様々な行動データが取得できる
ようになった．それらを効果的に用いることで，これまで解明されてこなかった購買時以
外の消費者の意識の評価を行うことができる．本研究の成果は，消費者の購買行動をより
緻密に分析できるようになることであり，そのために，本申請研究では，消費者の購買行
動プロセス全体を解明するための分析モデルの確立を目指した． 
 
３．研究の方法 
本研究では，多数の企業に協力を仰ぎ，実データをもととした分析を通した消費者行動評価

モデルの提唱を行った． 
 研究期間において扱ったデータは次の通りである． 
 
 ゴルフ用品ポータルサイト（EC，予約などを含む） 
 ホームセンター（店舗・EC） 
 スーパーマーケット（店舗） 
 ヘアサロンチェーン（店舗） 
 SNS，ミニブログ 
 ラグジュラリーブランド（店舗） 
 
また，これらについて，特に購買前後のデータ，すなわち広告接触や情報検索，口コミ，クー
ポン配信などの情報を加味した購買行動に対する影響を分析，評価する分析を行った．また，
分析だけではなく，いくつかの研究においては可視化を志向した研究も行い，分析後の利用方
法の検討なども行っている．分析にあたっては，統計的手法，多変量解析，機械学習，データ
マイニング，ディープラーニングなどを分析の目的やデータの特徴に合わせて使い分けた． 
 
４．研究成果 
 研究成果については，二つの方向性からまとめる． 
 一つ目は分析対象の面からである．本研究においては，商品の販売を行っている企業，サー
ビスを提供する企業の両者に協力をいただいたが，扱う商品・サービス，チャネルの違いによ
り大きく異なる消費者行動があることが分かった．最寄品の場合は，利便性により商圏が決ま
るが，店舗のコーザルや地形によっても大きく異なる．また，セールなどの価格の変化におい
ても，販売に大きく影響を及ぼす．これに対して，買回り品の場合は商圏よりも購買過程にお



ける情報処理が購買に影響を与えること明らかとなった．ただし，割引クーポンなどは ECサイ
トではかなり頻繁に配信されており，こういったプロモーション効果がどの程度購買や企業の
利益に結び付いているかは懐疑的な面もある．精緻なプロモーション効果測定については今後
の課題とした．他にも消費者のペルソナや，ECサイトの閲覧行動なども考慮したモデルも提案
している．また，購買とは直接結びつかないまでも，いくつかの SNS やミニブログにおける情
報伝播やバースト現象のモデル化により，一定の口コミ効果がその後の拡散に影響を与えるこ
とも示すことができた．こうした現象をどのようにコントロールするか，すなわち好影響なバ
ーストを適切に引き起こすことができるかのモデル化については今後の課題である．このよう
に，本研究においては，様々な対象に対する消費者行動を多面的に評価できたことが本研究の
成果である． 
 二つ目は方法論の面からである．消費者行動研究においては，規範的なモデルをデータから
実証するという方法論が行われてきたため，統計的なモデル分析がメインで行われてきた．近
年では消費者行動の多様性のモデル化のために潜在クラスモデルや階層ベイズモデルも用いら
れている．これらと比べて，一様でない因果関係をモデル化するために，機械学習やデータマ
イニング手法も広く用いられており，本研究においても広くこれらの手法を利用した．従来の
方法に比べて高い精度が得られることが多く，これらの手法の今後の更なる利用も期待される．
反面で，近年注目を浴びているディープラーニングの諸手法については，従来の方法を上回る
精度が得られることも少なくない反面で，計算時間などにおいては大変かかるためリアルタイ
ム対応が求められるような場合においてはそのスピードアップが求められる．また，モデルの
複数回試行においても計算時間がネックになることもあり，効率的な求解方法については今後
の課題ともいえる．研究成果については次節にまとめた論文もしくは学会発表という形で公表
した．当初予定してた成果のウェブサイトでの公開についてデータの秘密の観点から見送った
が，今後データに依存しない形での情報公開に努めたい．全体としては計画時点で考えていた
以上の研究成果を得ることができたと考える． 
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